
■学力をつける素質・能力 
〈1〉物の見方・考え方 
 これは、理解力を養い、応用問題(英語の長文読解・数学の文章題)や小論文のために必要となります。社
会に出ても、難問にぶつかったときにどう解決するか、また的確な判断を下せるか、などの場合に必要とな
ります。主に、国語の評論文・英語の長文・数学などの科目によって培われます。なお、以下の(2)注意力～
(10)遵法精神は訓練によって養うことができるものばかりです。最初から「できない」といってあきらめる
のではなく、「できないから訓練する」のです。「これぐらい」と思う人は、その段階で後れをとっています。 
 

(1)興味・関心 興味や関心があれば、一般に理解力や暗記力は自然と身に付いてきます。逆
に言えば、興味や関心がない場合、理解しにくいし、覚えることもなかなかできないということ
です。 

1. その科目の内容がなかなか理解できない 
2. その科目の事項がなかなか覚えられない 
3. その科目は自分のために役に立たないと思う 
4. 将来やりたい夢がない 
5. 他人よりも自分の方が大事 

 以上のことに該当する場合、どんな方面からでもいいですから、その科目に対して(1)興味・関
心を少しでも持つようにしてください。 
 
(2)注意力  周囲に注意を払ったり、細かな部分に注意を払っているかということです。
当然、テストの成績はこの注意力によります。わかっているのに思わぬところで点を落とす人は、
この注意力が欠けている場合が多いようです。 

1. ケアレス・ミスが多い 
2. ピリオド・コンマ・( )・=などに注意を払わない 
3. 計算ミスや漢字の間違いが多い 
4. 条件の見落としがある 
5. 板書をよく間違える 

 以上の事柄に該当する場合、国公立大学の 2次試験や私立大学の記述式試験は得点がなくなる
可能性が高いので、普段から細かいところに注意を払うようにして、注意力を養ってください。 
 
(3)観察力  これは(2)注意力とも関連するのですが、観察力は認識方法の土台となります。
たとえば、ある卵を見たときに、鶏の卵か鶉の卵かをどう見分けるか、ということです。生物が
物事を認識する方法は、共通部分は削除して相違部分の比較をすることにあります。たとえば、
前方からある人が歩いてきているとき、自分の知り合いだと見分けるのにどういうところを見ま
すか。目が二つ、足が 2本、手が 2本などは、人間に共通している部分ですから考えには入れま
せん。着目するのは髪型とか、体型、顔立ちなど各人で異なる部分です。その部分に着目できる
かどうかが観察力です。つまり、未知の事柄を学習したとき、以前に学習した事柄との比較でど
こに着目するかということが理解力の早さにつながります。これをパターン認識といいます。 

1. 着目点がずれている 
2. よく似た漢字や英語の単語を間違える 
3. 英語の発音問題をよく間違える 
4. 「ああそうか」と言うことが多い 
5. 数学が苦手ですでに学習した内容が使えない 

 以上の事柄に該当する場合、新規の事柄を学習したとき理解が遅くなりがちなので、高校での
学習のスピードについて行けなくなります。早めに普段から心がけて直していきましょう。 
 
(4)大局観  諺で言う「木を見て森を見ず」は、大局観のなさを表しています。将棋や囲
碁でよく言われますが、物事の全体を見る力のことです。たとえば、入試問題で大問【2】の小問



(3)が解けなくて困っているときに、(1)や(2)を見ると実はそれがヒントになっていることが多いの
です。つまり「前問は後問のヒント」というわけです。入試のような勝負事には必須の要件とい
うるでしょう。数学が数の計算だと思っている人や、中学数学の単元を学習順に言えない、ある
いは「数学なんか社会に出ても役に立たない」とか「勉強なんか社会で役に立たない」という人
は、この大局観に乏しい人です。長い人生を見渡したときに、高校生活がどんな働きをしている
かを考えることができるようにしましょう。将来への大局観があれば、今何をしなければならな
いか、わかるはずです。 

1. 条件の見落としが多い 
2. 小問(1)(2)はできるのに小問(3)になると考えが思いつかない 
3. 自分のやっていることしか目に入らない 
4. 物事の因果関係が掴めない 
5. 目の前でやっていることが後でどのような効果を生むかを理解できない 

 大局観を身につけるのは非常に難しいことですが、とりあえず全体像を想像するようにしまし
ょう。たとえば、beautiful→beautifully と形容詞を副詞にしたのならば、他の単語でもこれが応用
できるかどうか試してみることが大局観につながります。ここには観察力・注意力も必要となり
ます。また、こういうように特殊事例を一般化して使えるようにする考え方を「数学的考え方」
といいます。将棋や囲碁のプロがなぜ数学や算数が得意なのかは、この「数学的考え方」が身に
ついているからです。特に上記の 5.に該当する場合は、衝動的に行動する事が多く、衝動殺人に
も繋がりかねません。 
 
(5)危機管理意識 これは大局観から生まれるもので、いざというときの対処を前もって考える
ものです。たとえば、阪神大震災のような大地震が来たらどうするのか、ではなく、来た場合に
備えてどうしておくか、というようなことです。「天災は忘れた頃にやってくる」とは、科学者の
寺田寅彦の言葉ですが、入試でも「もう大丈夫」と思った項目が本番でど忘れしたりします。 

1. 今が楽しければよい 
2. 楽しい時代はずっと続く 
3. 万が一ということは自分には無関係と思う 
4. 「絶対」とか「大丈夫」という言葉をすぐ使う 
5. 自分だけは大丈夫と思う 

 以上の事柄に該当する場合は、非常に甘やかされた生活を送っている場合が多いようです。入
試のような勝負事では、「少し悲観主義が勝利を得る」とよく言われます。「自分は事故に遭うは
ずがない」と思い込んでいる運転手が多いのと同じですので、常に万が一の場合を想定する習慣
をつけてください。 
 
(6)謙虚さ  学ぶ気持ちの真剣さは、この謙虚さにあります。謙虚さが欠けて、自惚れた
り、他を見下したりしては学ぶ意欲が薄れます。また、先生に対する尊敬の気持ちがなくなった
りもします。これには、他者に対する尊敬や感謝の念、礼儀正しさ、素直さ、正直さ、協調性、
向上心などが含まれます。相手の立場になって考える思いやりもこの項目の一つです。相手の立
場になって考える気持ちがあるからこそ、出題者の言いたいことや考えがわかり、問題を解くこ
とができるようになります。 

1. すぐに「わかった」とか「完璧だ」と言ってしまう 
2. 答案の書き方が汚く、本人しか読めない 
3. 問題文が何を言っているかわからない 
4. 思いこみが強く、他人の意見を聞かない、または聞いても尊重しない 
5. 問題を解くとき、その問題の答えがわかればよい 

 以上の事柄に該当する場合、謙虚さが欠けていると言っても過言ではありません。「知らない」
「わからない」という謙虚さがあるからこそ、学ぶことができるのです。高校の倫理で学習する
ソクラテスの「無知の知」もこれに該当します。最近、虐待やいじめなどが多いのは、この謙虚



さ、特に相手の立場になって考えることができない生徒が増えていることと関係があるようです。
それだけ思いこみが強く、自己中心的な性格を小さいときに形成してしまうからでしょう。言い
換えれば、こういう人たちは入試問題も解けないということです。逆に言えば、協調性があり相
手の立場になって考えることのできる生徒は勉強もできるということなのです。 
 
(7)けじめ  勉強と遊びのけじめ、授業と休憩のけじめなど、気持ちの切り替えができる
かどうかということです。いわゆる「割り切り」でもあります。バレーボールや卓球のような試
合は、前にしたミスを引きずっていては次のポイントも取れません。それと同じようにセンター
試験の英語で下らないミスをして、それが次の日のセンター試験に影響を与えることもあります。
そういう気持ちの転換の方法を身につけることです。これは、各人で方法が異なりますから、個
人個人で最適な方法を見つけてください。 

1. 前にやったことが気にかかって次のことが手に付かない 
2. 昼間にあったことが気にかかって夜眠れない 
3. 勉強しているときに他のこと(友人のことやゲームなど)が気にかかる 
4. 先生に対して尊敬語・謙譲語・丁寧語などが使えない 
5. 遊んでいるときに宿題などが気にかかる 

 以上の事柄に該当する場合、けじめをつけるように心がけてください。 
 
(8)集中力  言わずもがなの事項です。たとえば、ふつう私立大学入試は 1科目 90分が
3科目、国公立大学 2次試験は 1科目 120分が 3科目、センター試験に至っては 1科目 60分が 7
科目(2日間)連続で受験しなければなりません。その間、集中力を維持しなければなりません。集
中力がないから、では何事も始まりません。なければ作る訓練が必要なのです。集中力は生まれ
持っての才能ではありません。一般に「好き」か「嫌い」かの感情で判断するタイプの生徒は、
集中力に欠けます。集中しているときには感情は入りません。仏教で言う「無念無想」とか「無
我の境地」です。「好き・嫌い」の感情や感動は、学問のきっかけにはなっても、学問を修める手
段ではありません。「好き」であればそれに超したことはありませんが、社会に出るときには好き
でないこともしなければならないことも教えなければなりません。「義務」とは何なのでしょう。
「義務」を果たすのは「好き・嫌い」の感情ではなく、たとえ嫌いであってもやらなければなら
ないのです。その嫌いなことをやるときでも集中力を発揮できなければ得点は望めません。けじ
めをつけることで、勉強でも仕事でも遊びでも出せる集中力を訓練によって身につけてほしいと
思います。 

1. 授業中よそ見をする 
2. 授業中ボーっとする 
3. 授業中に音のした方を振り向く 
4. 授業中に視線が黒板やノートに向かっていない 
5. 問題を解くときに他のことが気にかかる 

 以上の事柄に該当する場合は、気持ちの切り替えをうまくやって、物事に集中するよう普段か
ら心がけてください。集中力のなさは、本人の精神面の幼児性を表しています。自分で訓練する
ことによって、身につけてください。 
 
(9)持続力  これは集中力とセットになっていますが、集中力をどれだけ維持できるかと
いうことです。これには、体力の持続、精神の持続があります。前述したように最低 2日間の入
試に耐えられるだけの体力・精神力が必要となります。いくら学力があっても持続力がなければ
実力は発揮できません。何度も言うように、入試は学力差で合否が決まるものではありません。
偏差値 50の大学の受験生は、みんな偏差値 50なのです。集中力や持続力、自己管理で合否が判
定されることを肝に銘じておいてください。特に大学入試は、半年以上に及ぶ入試期間がありま
すから、体力面や精神面でのケアが必要になります。そのために普段からの訓練が大切です。 

1. 途中でいやになって投げ出すことがある 



2. 途中から他のことが気にかかり、ペースが落ちる 
3. あきらめが早い 
4. すぐに風邪を引いたりする 
5. 勉強中、姿勢が崩れてくる 

 以上の事柄に該当する場合、やはり持続力に欠けるということになります。自分で意識して、
姿勢を正し、謙虚な気持ちで物事に取り組んでいくという普段の心がけにかかっています。 
 
(10)遵法精神 ルールを守って、ルール通りにやるという法に順う心です。数学ができるか
どうかがこの項目のポイントです。数学の教科書には必ず例題があります。その例題に書かれて
いるとおり、定められた公式を使って順番を間違えずにやることでその問題が解けるように解説
されています。そしてその通りやれば(:計算間違いがないとして)必ず正解が出るようになってい
ます。順番を間違えれば正解は出ません。つまりその定められたルールに従うということです。
英語でもなぜ「英文法」なのでしょう。「英

．
語の文

．
の法
．
律」だからです。国語・古文・漢文の「文

法」もそうです。つまり、数学や英語の文法、国語の文法というルールを守れるかどうかにかか
っているのです。数学が苦手、不得意、点数がとれない生徒は、この遵法精神の欠けている場合
です。学校に入学すれば校則、会社に入れば就業規則、道路に出れば道路交通法・車両運送法、
トランプなどのゲームでもルールがあるように社会に出れば法律を守るのは当たり前です。その
土台を学ぶのが高校の数学、英文法、国文法(古文・漢文の文法を含む)です。必ずその場その場に
は定められたルールがあるのでそのルールに順うという心を持ってください。そしてルールを守
ってやり進めていく内に、その内容が理解できるようになります。先に理解するのではありませ
ん。ルールや手順通りやっていく中で、その理由や内容を理解できるようになります。頭で理解
したことはすぐに忘れますが、体で理解したことは忘れません。スポーツでもルールを守ること
も必要ですし、たとえばダンスを例にとります。「はい。右足、右足、左足。そこでターンして右
足」これも順番を覚えるものではありませんか。その覚えるときにどうしますか。数学もまさに
これと同じなのです。練習や訓練の回数、それにかけた時間がものをいうのです。 

1. 例題を見ずに問題を解こうとする 
2. 文法を無視してでも英語をしゃべりたい 
3. 数学がどうしていいかわからない 
4. 自転車に乗っているとき駐車禁止などの標識は無視する 
5. よく遅刻をする 

 以上の事柄に該当する場合は、それぞれの場面のルールについて覚え直して、ルールを学ぶよ
うにしてください。警察庁の犯罪白書と文部科学省の白書を比較してみますと、理系離れが進ん
できた 1985年を境目として、少年犯罪も増加しています。 
 
(11)柔軟性  一つの考えに固執しないで、いろいろな意見を聞いたり他人の意見を素直に
聞き入れることのできる考え方です。 

1. 自分の考えが最も正しいと思う 
2. 他人が自分のことにくちばしをつっこむのはまっぴらだ 
3. 他人が何を言おうが自分は自分のやり方で突き進む 
4. 難問にぶつかるとどうしていいかわからない 
5. 他人の一部が嫌いになったらその人のすべてを嫌いになる 

 以上の事柄に該当する場合は、もう少し柔らかく考えてみましょう。これは謙虚さとも関連し
ますが、視野が狭くなって人間関係がうまくいかなかったり、意固地になったりします。また、
この柔軟性は応用力に関わってきます。つまり、柔軟性があれば応用問題は解きやすくなると言
うことです。クロスワードやクイズなどで柔軟な考え方のできる脳を作りましょう。 
 

 この(1)興味・関心、(2)注意力、(3)観察力が《物事の認識方法》を決定します。一般には、「知能指数」と



いわれるものです。たとえば、同じ形のものを選んだり、間違い探しのようなクイズがこれに当てはまりま
す。この《物事の認識方法》は、学力を伸ばすための要素の一つです。これができていないと、先生の言っ
ている内容が理解できなかったり、先生の話すスピードについて行けなかったりします。 
 また(2)注意力、(3)観察力は、ともに《物事の分析能力》を決定します。複雑な内容になると「わからない」
という場合、これが欠けている場合がほとんどです。つまり一つ一つならば理解できるが、別々のものが混
ざって複雑な形になると分析できないから「わからない」という結果になるわけです。 
 これら《物事の認識方法》、《物事の分析能力》は、本来小学校と中学校で身につけるべきものです。その
ように文部科学省の学習指導要領も定めています。たとえば小学校の算数では「数・量の大小関係」、中学校
の理科では「グラフ・表の読み取り」を主題として授業を行うようになっています。つまり、これまでに述
べてきた項目に当てはまる場合、小学校・中学校での学習内容が不十分だったということになります。遅く
はありません。高校に入ってからでも身につけることはできます。しかし、普段からこれらのことに注意を
払い、心がけなければなりません。この《物事の認識方法》、《物事の分析能力》が欠けているといくら勉強
時間を増やしても、いくら効率よく勉強しても本当の学力は身に付かないし、結果も出ません。社会に出た
場合、ただ流されて生きていく生活しかできなくなります。自分の力で自分の人生を作るためにも、この 2
つの項目を身につけるように心がけてください。これは「心がけ」次第なのです。 
 
 (3)観察力、(4)大局観、(5)危機管理意識は、《論理力》を作りますが、これが高校で身につけるべき事柄で
す。前述したように、高校 3年間は、社会に出る土台作りの期間なのです。大学で社会に出る準備をします
が、その土台を作る重要な期間なのです。ですから、夢や希望に溢れた小学校や中学校と違い、高校ではそ
の現実を知らなければなりません。そのため、自分の夢や希望に向けた努力をすることを覚えなければなら
ないし、現実の汚さなどを知って失望するときもあります。あるいは自分の能力では夢や希望を叶えること
を不可能だと知るときでもあります。それが大学入試です。大人への第一歩は現実を知り、挫折することに
あります (挫折せずに済むのならそれに超したことはありません) 。高校入試と違い、大学入試が苦しいの
はそのためでもあるのです。大人になるための、社会に出るための試練の時期、それが高校生活です。その
現実を知る方法が論理力です。高校では、どの科目でも「論理力」が問われます。たとえば、英語の長文読
解では論理力が試されています。数学でも計算は技術だから練習して当たり前、必要十分条件や逆・裏・待
遇、命題の真偽など論理力が試されるからこそ、記述式の答案の書き方が問われています。国語では評論文
で「論理力」を問われ、小論文でも「論理力」を問われます。それでは、「論理力」とは一体何なのでしょう。
これは思考を進める道筋のことです。つまり、因果関係がわかるように順を追って考える力のことです。一
時の感情に流されるのではなく、事実の因果関係を重視することです。 
 
 この論理力から、「優先順位」の考え方が生まれます。今第一に何をすべきか、それが済めば第二に何をす
べきか、というように物事の重要度の高い方から順に済ませていく考え方です。会社に入れば、仕事に優先
順位を付けることを覚えさせられますが、それでは間に合いません。たとえば、英語の 4択文法問題に出く
わしたとき、第一に考えるべきは品詞、第二にSVOCというように問題を解くときの手順に関わってきます。
また、高 3の 2学期では受験勉強が大事なのか、明日行われる模試の勉強が大事なのか、来週から始まる定
期テストが大事なのか、というように優先順位のつけにくい場合も出できます。外国製の手帳には、Todoリ
スト(やらなければならないことのリスト)があり、必ず優先順位によって分類できるようになっています。
このように「優先順位」というのは、成績でいえば上位にいけるか、中位のままでいるか、会社でいえば仕
事ができるか、できないかの境目の事柄です。成績の悪い生徒は、義務である勉強よりも他のことに優先順
位をつけてしまう場合が多いようです。この項目が物事を進める上での「要領」につながってきます。どん
な場合でも(焦っている場合こそ)、まず第一に何をなすべきかを冷静に判断してください。 
 
 《物事の認識方法》、《物事の分析能力》、《論理力》が一般に言われる『物の見方・考え方』というもので
す。これを完成させるのが高校での授業です。たとえば、なぜ円の方程式を 5通りも学習するのでしょう。
一つの方法でだめなら、他の方法を何通りも試すことができるということを学ぶためなのです。そのために
1 通りではなく、いろいろな方面から物事を見ることが要求されます。つまり高校数学では、円について 5
通りの見方、考え方を学ぶわけです。英語も同様です。英語を学ぶことによって、外国の文化を学ぶだけで



なく、世界には日本人特有の考え方だけでなくいろいろな考え方があることを学ぶのです。ですから、日本
で常識と思っていることでも外国ではマナー違反になることもあるように、いろいろな考え方や物の見方を
学ぶのです。それが高校での学習の目標です。それによって常にプラス思考ができるようになってきます。 
 ただし、数学・理科などの理系教科と国語・社会のように文系教科では、学習方法が異なります。どのよ
うに異なるかは別項で説明しますが、なぜ異なるかはこの『物の見方・考え方』で説明されます。『物の見方・
考え方』ができていれば、英語と数学で異なる学習方法が必要だとわかるはずです。なぜ数学では計算練習
のような訓練が必要なのか、なぜ英語では考えることより調べる(辞書を引いたり文法書を調べる)ことが必
要なのか、よく考えてみてください。 
 
 『物の見方・考え方』(《物事の認識方法》、《物事の分析能力》、《論理力》)と (8)集中力、(9)持続力、(10)
遵法精神が理解力の源となります。これが揃っていると、学校の授業は理解できます。高校では、学校は理
解させる授業を中心とし、練習は各自に任されています。その理解させるはずの授業がわからない場合は、
小学校や中学校や普段の生活で身につけるべき(1)～(10)のいずれかが欠けているときです。早めに欠けてい
る部分を直していかないと、社会に出て仕事を覚えられないこともあり得ます。 



〈2〉性 格 
 性格は、各人特有のものであり、保護者の意見も聞くことが必要になります。また、性格は個性を形作る
ものですから、直してはいけないものかもしれません。学者の中には、たとえ反社会的な性格でも個性であ
るという者もいます。川北ゼミナールは、学力を付け、成績を上げ、大学入学後も社会に出てからも通用す
るものを身につけさせることを第一義としています。そのため、成績を上げるという点において保護者と懇
談し、保護者がそれは本人の個性だから直す必要がない、と判断された場合には学力は伸ばしきることはで
きません。つまり各家庭の教育方針も関わってきます。どこまで伸ばすかの判断によります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ですから、この項目に関しては保護者の方々の判断を仰ぐことになります。またこの項目は目に見えない
精神的な面が大部分を占めていますから、普段から注意を払って見ていないと見落とすことになりかねませ
ん。 
 
 (1)自主性  自分から進んでやろうという意志のことです。これがなければせいぜい基 

本問題まで、あれば応用問題まで解く力が身につきます。 
1. 言われたことしかやらない 
2. 問題で指定のある部分しか調べない 
3. 英語の教科書に出てきた単語だけ調べて形容詞形などの変化形を調べない 
4. 予習をしない 
5. 板書はするが先生の言ったことは書き留めない 

 以上の事柄に該当する場合は、意欲が欠けている場合が多いので、自分から何事も進んでやる
ような自主性を身につけましょう。 
 
(2)積極性  自主性とよく似ていますが、何事も積極的に取り組む姿勢です。言われる前
にやる意欲のことです。 

1. 予習をしない 
2. 授業中に質問をせず、わからないことでもそのままにしておく 
3. 声が小さい 
4. 指示されるまで動かない 
5. 行動のスピードが遅い 

本人の現在の学力 

学習方法だけ
を修正した場
合の学力 

考え方・性格・学
習方法をすべて修
正した場合の学力 



 以上の事柄に該当する場合は、消極的になりすぎているので高校での授業について行けなくな
る場合があります。大学入試や就職試験の面接試験で問われるのはこの積極性が中心です。 
 
(3)責任感  義務や責任を果たす意志力です。 

1. よく欠席・遅刻・早退をする 
2. 宿題をやってこない 
3. 約束を守らない 
4. 時間を守らない 
5. 確認テストを覚えてこない 

 以上の事柄に該当する場合は、まずやるべきことを紙に書き出しそれを最後までやることから
始めてください。もし自分がそれをしなかったら、誰に迷惑がかかるのかなども考えながらやっ
てみてください。 
 
(4)一生懸命さ 全力を振り絞って事に当たることです。ここ 3、4年の間にこの「必死さ」
があまり見受けられなくなりました。成績上位の生徒や成績が上がる生徒はこの「必死さ」があ
ります。どんな些細なことに対しても「必死に」こなそうとします。しかし、成績下位の生徒や
成績が上がらない生徒にはこれが欠けています。これは、当ゼミナールの確認テストを見ている
と非常によくわかります。たとえば、確認テストは 8割で合格にしていますが、満点を狙うので
はなく 8割ぎりぎりを狙う生徒もいます(結果的にはいつも不合格です)。最初から長い文は捨てて、
覚えやすいものを覚えようとしているのがよくわかります。本番ではそれも一つの作戦ですが、
練習の時には一生懸命やることが必要です。例を挙げます。今あなたが 100mを 15秒で走る選手
とします。今度の大会は 100mを 12秒でないと出場できません。さあどんな練習をしますか。練
習の時にはたとえできなくても 100mを 12秒以下で走る練習、つまり限界を超える練習をすべき
なのです。それなのに 100mを 16秒で走るような楽な練習をしていて成果は上げられるでしょう
か。実は、これは生理学で言う「オーバーロード(過負荷)の原則」という法則です。一言で言えば、
毎日の練習の目標を本人の能力の 120%に設定して苦しくともやり続けると 90 日後にその 120%
の能力が本人の普通の能力(100%)になる、というものです。つまり、自分のできることばかりし
ていても能力は上がらない、ということです。そもそも「わからない」から勉強するのではない
ですか。それにもかかわらず、すぐに「わからない」といって投げ出していてはいつまでたって
も「わからない」ままです。汗を流し、苦しむからこそ物事は身につくものなのです。当ゼミナ
ールでも高 3になると本人の志望大学より 1～2ランクほど高い大学入試の勉強をさせます。「わ
からないからやらない」ではなく、「わからないからやる一生懸命さ」を身につけてください。一
生懸命にやってできたとき、初めてその「達成感」がわかります。 

1. 確認テストの解答を渡してもいい加減にしか覚えない 
2. 確認テストの長い文やややこしい熟語が空欄になっている 
3. 授業中よそ見をしたりボーっとする 
4. この問題が解けなかったら家に帰らないぐらいの覚悟がない 
5. 意地でもこれをやろうと意志がない 

 以上の事柄に該当する場合は、一生懸命さが足りない場合ですから、汗を流し、苦しんで物事
を完成させるところから始めましょう。そうすれば「できた!」とか「やれた!」という達成感と共
に「喜び」が生まれてきます。それがまた次のことをこなすための原動力になることを知ってく
ださい。 
 
(5)反発心  言葉は汚いですが、「何をー」とか「くそー」とかの意地、これは物事を成
し遂げる上で最も必要なことです。ですから、学校の先生でもこの反発心を育てようといろいろ
な表現をしています。 

1. 問題が解けなくても試合に負けても悔しいと思わない 
2. 先生に皮肉っぽく言われても何も感じない 



3. 悔し涙を流したことがない 
4. 他人を見返してやろうという気がない 
5. 上昇志向がない 

 以上の事柄に該当する場合は、成績の上昇はあきらめてください。自分の夢や希望だけでなく、
何事も成し遂げられない暗い人生を送ることになります。 
 
(6)根 気  これは持続力や集中力、一生懸命さなどと関連しますが、とにかく最後まで
やり遂げる気持ちが必要です。 

1. あきらめが早い 
2. 宿題を途中までしかやらない 
3. 確認テストを最後まできちんと覚えない 
4. 途中で飽きてくる 
5. わからないならわからないでよい 

 以上の事柄に該当する場合は、粘り強く一つのことにしがみつく執着心から育てるようにして
ください。これができなければ「晩飯抜き」ぐらいの覚悟で事に当たってください。 
 
(7)忍耐力  これも反発心や根気などと関連しますが、我慢強いことは伸びる要素の一つ
です。 

1. 好きなことだけする 
2. 嫌いなこと・いやなことはしたくない、または後回しにする 
3. わかったと思ったらもうやらない 
4. すぐに「頭が痛い」などと休もうとする 
5. 繰り返し同じことをやる気がしない 

 以上の事柄に該当する場合は、社会に出て会社に入ってもすぐにやめることになりかねません。
世の中には、自分の好きなことだけあるのではなく、逆に自分の嫌いなこと・いやなこと・した
くないことの方が多いという現実を知ってください。そのためにこれから先の長い人生を生きて
いくための必要不可欠な忍耐力は遅くとも高 2までに養うようにしましょう。 
 
(7)目標設定力  これがあるからやる気も起こるし計画もたてることができます。
また、問題を解くときでも解答に向かって目標を立てることが必要です。そのための考え方が論
理力なのです。 

1. 今目の前で起こっていることが大事だ 
2. 問題を解いていて、今何をしているのかときどきわからなくなる 
3. 目標を作らなくても目の前のことができればよい 
4. 問題を解くとき、問題文の言うとおりにやればよい 
5. 今が楽しければよい 

 以上の事柄に該当する場合は、まず目標を立ててから物事に取り組むよう心がけてください。
目標に向かって邁進するエネルギーがやる気につながります。 
 

 この(1)自主性、(2)積極性、(3)責任感、(4)一生懸命さ、(5)反発心、(7)目標設定力が《物事のやる気》を決
定します。何事も《物事のやる気》から始まります。やる気があって、物事は始まります。勉強もスポーツ
も遊びも同じです。 
 また(5)反発心、(6)根気、(7)忍耐力、(7)目標設定力が《物事の完遂力》を決定します。《物事の完遂力》は、
最後までやり遂げる能力のことです。これがなければ、知識であれ技術であれ何であれ身につくことはあり
ません。何かを身につけたいならば、この(5)反発心、(6)根気、(7)忍耐力を作ることから始めましょう。何度
も申しますが、どれもこれも生まれ持っているものではありません。訓練によって身につけることができる
ものばかりです。訓練をしなければやっぱり身につかないものなのです。 
 



 《物事のやる気》、《物事の完遂力》と遵法精神、集中力・持続力が『練習の実行力』を生み出します。見
てわかった、聞いてわかっただけで練習しなければ、物事は身につきません。自転車の乗り方をどのように
して覚えましたか。ひらがなやカタカナ、漢字、九九をどのようにして覚えましたか。練習(復習)すること
です。それも 100回やっても 100回とも正解できるレベルまで練習することです。そのきっかけになるのが、
この『練習の実行力』なのです。 
 
 
〈3〉躾 
 ここでいう躾には、家庭だけではなく、学校での躾も含まれます。これは、授業中の姿勢のことだけでは
なく、生活態度全般に関しての事柄です。 

 
(1)自己管理能力 これは、体力面だけではなく精神面でも自分自身をコントロールできるかど
うかということです。 

1. よく風邪を引く 
2. すぐ病気欠席をする 
3. 成績に波がある 
4. ときどきキレそうになる 
5. 気まぐれである 

 以上の事項に該当する場合は、克己心を養うことから始めましょう。やりたいことをやる前に、
まずやるべきことから始めましょう。暑い、寒いを天気予報などで知り、衣服による体温のコン
トロールを自分でできるようにしましょう。保護者の方は、手伝いすぎて過保護にならないよう
にしてください。自主性も試されています。いくら実力があっても、入試で風邪を引いてしまっ
ては元も子もありません。入試は風邪を引きやすい時期に行われますから。 
 
(2)整理能力 読んで字の通り、整理する能力のことです。これは、実際に部屋の中が整理
されているかだけではなく、頭の中に知識が整理されて入っているかのことです。 

1. 忘れ物が多い 
2. 自分の部屋の中が乱雑である 
3. 本棚の本の区分ができていない 
4. 質問に対する解答が出るまでに間がある 
5. ポイントのずれた解答をする 

 以上の事柄に該当する場合、まず目に見える部屋の整理から始めましょう。世界的な数学者の
秋山仁先生も言っています。「玄関で脱いだ靴を常にそろえる人は数学的才能、特に関数の才能が
ある。」 また、覚えるときに分類して覚えることも一つの手段です。学校ではいろいろなことを
学びますが、それを分類・整理する能力が要求されます。これができていれば、不意の質問でも
即答できます。 
 
(3)継続性  これには根気や忍耐力も関係してきますが、要は継続してやるかどうかとい
うことです。これがないと 1回やったからもうやらないとか、わかったからやらないということ
になりかねません。継続性の重要性を認識している者は、必ず勉強においても社会に出ても成功
します。 

1. 1度やった問題はやらない 
2. 繰り返しはしない 
3. 続けてやるのは好きではない 
4. 毎日は勉強しない 
5. 一夜漬けする 

 以上の事柄に該当する場合、継続性を持ってやるように心がけてください。「継続は力なり」 
 



(4)習慣性  勉強の習慣がついているかどうかです。決まった時間に決まったことをやる
かどうかです。 

1. 各曜日で勉強する科目が違う 
2. 勉強する科目はその日の気分で決める 
3. 朝起きたり、夜寝る時間が一定しない 
4. 忘れ物をする 
5. 英語や数学について毎日は勉強しない 

 以上の項目に該当する場合は、曜日毎、時間毎に科目を決めて勉強してください。 
 
 この(1)自己管理能力、(2)整理能力が《計画性》を決定します。《計画性》があれば、入試までに慌てるこ
ともないし、会社でも仕事を十分こなすことができます。もし《計画性》がなければどうなるでしょう。入
試の直前になって慌てて勉強を始めても、取り返しが付きません。会社でも期日までに仕事をこなすことが
できなければどうなるでしょう。最悪の場合は、取引停止から倒産に至ります。この計画性は、確認テスト
の毎回の成績、及び総合確認テストの成績を見ればわかります。確認テストは、授業からテストまで 1週間
の余裕があります。その間にどれだけ計画を立てて勉強したかがわかります。また総合確認テストは、2 週
間前に解答を渡します。それまでに確認テストで不合格になっていても再テストで合格していれば、記憶の
断片が残っています。だから、2週間の猶予があれば、計画を立てて覚えていけば大丈夫です。 
 
 そして、(3)継続性、(4)習慣性と前述の『練習の実行力』が、《反復練習》を生み出します。練習は、1 回
やっただけでは練習になりません。同じ問題を 100回やって 100回とも正解を出せるようになるまで行うこ
とです。そんなことはできるはずはないと思う人は、九九を思い浮かべてください。5×3=15 を 100 回やっ
て 1回でも間違えますか。23×46の筆算を 100回やって 1回でも間違えますか。なぜ、小学校の時にできて
いたことが中学や高校ではできなくなるのでしょう。発達心理学の分野で一応の説明は付きますが、各自で
考えてみてください。答えは 3つあります。 
 この《反復練習》は、確かにしんどいし、つらいものです。これを乗り越えられる者が一流とまではいか
なくとも、少なくとも二流にはなることができます。スポーツでも勉強でも《反復練習》を繰り返すことに
よって、理解できるようにもなるし、技術も身につけることができます。例をテニススクールにとります。
毎週 1回のテニススクールでも繰り返しの練習で、ある程度ラリーが続けられるようになるし、それをまた
繰り返せば試合にも出場できるのではありませんか。もう一つ例を挙げます。ダイエットをして痩せたいと
思っている人も(3)継続性、(4)習慣性がなければ失敗に終わります。このように社会生活の中でも必要なもの
なのです。 
 
 これをどうやってしつけていくか、これが「教育」の「育」のテーマなのです。本人にやる気・意志があ
れば、放っておいてもこれは身についていきますし、自分に厳しくする、つまり自分を律することを教えて
いかなければなりません。これが学校の成績に結びついていることを知っておきましょう。 
 
 
〈4〉応用力・テクニック 
 これが本来、ゼミや進学塾、予備校で身につけるものなのです。しかし、ここ数年、〈1〉物の見方・考え
方、〈2〉性格、〈3〉躾の各方面が不完全な生徒が増えてきました。おそらく『ゆとり教育』で訓練されなく
なったからだろうと思います。教育というのは、訓練であり、強制なのです。自由と放任(放蕩)を取り違え
ている人が非常に多くなってきたようです。学校でも生徒の意思を尊重するという錦の御旗の元に、教育す
るという根本がおざなりになってきているようです。しかし、高校では、その名の通り高等学校ですから、
高等な学問を学びます。また、大学は最高教育機関ですから、大学を頂点としてピラミッド型の階層を作り
上げています。ですから、まず高校での定期テストのレベルである〈1〉物の見方・考え方、〈2〉性格、〈3〉
躾から身につけていかなければなりません。定期テストで一定の成績以上の生徒が実力テストでそこそこ、
実力テストで一定の成績以上が模試でそこそこ、模試で一定以上の成績が入試で合格するように、これは競
争なのです。ですから、《競争心》を持つことも必要だということがわかります。そして、《競争心》があり、



〈1〉物の見方・考え方、〈2〉性格、〈3〉躾が同じレベルならば、ここで述べる《応用力・テクニック》を身
につけたものが勝利を得ます。 
 

(1)応用能力  反復練習を重ねた結果、その内容を理解・体得できるともう一段
高いところにある応用能力が自然と身についてきます。応用能力は、基本の積み重ねで各単元を
縦横に往き来でき、結果として今まで見たことのない問題でも過去に得た知識を駆使して解決に
導く能力のことです。実際には、学校の実力テストがこの能力を如実に表しています。またこの
能力には、〈1〉物の見方・考え方で述べた(11)柔軟性が必要となります。 

1. 教科書の問題は解けるが問題集の問題はよくわからない 
2. 数学では計算問題はできるが文章題は苦手だ 
3. 初めて見た問題は必ずと言っていいほど解けない 
4. 英語でわからない単語や国語でわからない漢字があればあきらめる 
5. 模試の問題や入試問題はやったことがない 

 以上の事柄に該当する場合は、応用能力を磨くことができません。よく「応用問題は難しいか
ら先に基本問題をやる」とか「基本問題をやってから応用問題をやる」という生徒がいますが、
こういう生徒は基本問題で躓いて、応用問題まで手が回りません。最初に基本問題はさらっと流
して、次に応用問題をやって(当然正解することはできませんから解答・解説を見て)、基本事項の
何が本当に重要なのかを見出さなければなりません。たとえば高校入試の時に、公立高校の入試
問題だけで済ませて、市販の私立高校の入試問題はやっていないのではないですか。「どこそこを
目指せ」は間違いではないのですが、往々にして「目指しているうちは目標に届きません」。目標
よりもワンランク上の学習をするから目標に手が届くのです。第 1志望を目指すのではなく、第
0志望を目指して勉強しなさい。そうすれば目標の第 1志望は必ず通ります。 

 
(2)ひらめき  本当の閃きというものは学問の神に見初められた天才だけが持
つものだ、という言葉がありますが、ここでいうひらめきはそんな大仰なことではなく、問題を
見た瞬間に「ああ、あの問題だ」とか「これはあの単元の問題だ」とかのひらめきのことです。
これは、《反復練習》によって身につくものなのです。たとえば、23×48を見た瞬間、かけ算の筆
算が頭に浮かぶようなものです。つまり、体が覚えていればひらめきは生まれるものなのです。
せっかく覚えたのにひらめかないのは、体ではなく頭で覚えているからです。何も考えなくとも
見た瞬間に体が反応するところまで《反復練習》すれば、ひらめきの能力は自ずと生まれます。 

1. 問題を見ても何の単元の問題かわからない 
2. 問題を見ても何を言っているかわからない 
3. 問題を読んで難しかったらどうしていいかわからない 
4. 試験中に頭の中が真っ白になってしまうことがある 
5. 難しい問題に当たるとどう考えてよいかわからない 

 以上の事柄に該当する場合は、まだまだ《基本事項の反復練習》が不足しています。体が覚え
ていれば、反射的にひらめくものなのです。頭で覚えている内は、ひらめくことはありません。
《反復練習》によって基本事項を体に覚え込ませましょう。 

 
(3)組み合わせ能力  これは(1)応用能力とも関連しますが、断片的に得た知識を組み合
わせて考える能力のことです。これは、単元間(2次関数と三角関数など)だけではなく、科目間の
単元(物理と化学など)だけではなく、教科間(世界史と地理など)にもまたがります。たとえば、英
語長文でアメリカの歴史に関する文が出たとします(実際にアメリカ史の長文は非常に多い)。この
ときにわからない単語があっても社会の歴史と関連づけて答えることもできます(世界史を選択
している人は有利)。これは普通の入試だけではなく、推薦入試や後期試験に必要な小論文でも要
求されます。また、英語なら英語の中で、to 不定詞だけの問題はありません。当然、動名詞や関
係代名詞などと絡められて出題されます。数学では、公式や考え方が 1種類だけの問題を出題す
るのが定期テスト、これらを 2種類以上組み合わせて出題されるのが実力テストです。各項目の



知識を完全に体に叩き込んで(《反復練習》しか方法はありません)、それらを 2つ以上使う能力が
要求されます。 

1. 実力テストでは小問は解けるが、大問になるとさっぱり解けない 
2. 定期テストより実力テストの順位が悪い 
3. 全国模試になるとほとんどがわからない 
4. 各単元の中でわからない単元がある 
5. 今まで定期テストは一夜漬けで済ませてきた 

 以上の事柄に該当する場合は、やはり《反復練習》が不足しています。何度も言いますが、頭
ではなく体が覚えるまで《反復練習》しましょう。 

 
(4)反射神経  忘れられがちなのですが、試験には時間制限があります。その定
められた時間内に解答するには、やはりそれなりの反射神経が必要です。これは上記の(2)ひらめ
きと(3)組み合わせ能力がものをいいます。つまり、《反復練習》をこなしたうえで、普段から時間
制限しながら勉強している人は、反射的に解法や解答が浮かびます。たとえば、センター試験の
問題に難問は 1問もありません。数学の問題で 2時間与えれば、たいがいの生徒はほぼ満点を取
れます。しかし、制限時間は 60分なのです。パッと思いつくかどうかなのです。特にセンター試
験はマーク式ですから、全てのマークを塗りつぶすのに 10分近くかかります。ですから、試験時
間は実質 50分なのです。それでは、どのようにして反射神経を身につければよいのでしょう。ス
ポーツで反射神経はどのようにして鍛えますか。勉強の反射神経もそれと同じようにして鍛える
しかないのです。 

1.「もっと時間があったら」が口癖になっている 
2.いつも試験が時間切れになってしまう 
3.テストの終わりになると「時間がない」と焦ってしまう 
4.試験中に頭の中が真っ白になってしまうことがある 
5.問題を読んで難しかったらどうしていいかわからない 

 以上の事柄に該当する場合も同様です。(2)ひらめきと(3)組み合わせ能力がこの(4)反射神経の土
台となります。 

 
 (1)応用能力、(4)反射神経が、試験時における学校で得た知識・知恵の使い方を示しています。 
 
 これらすべての内容が組み合わさって能力となり、成績に反映されます。そして、記述式の答案ならば、
これに《表現力》、《説明力》が加わります。当然これらには、日本語の国語力、論理力が要求されます。 
 
 ただし、誤解のないようにしていただきたいのは、これらすべての事柄は生まれつきの才能ではなく、訓
練によって得られるものなのです。つまり、成績のよい生徒というのは小学校・中学校でその訓練をこなし
て身につけている生徒であり、一方成績の悪い生徒はその訓練がなされていないということなのです。訓練
もせずに成績のよい生徒は、元々生まれつきの能力として備わっているのです。ですから、成績の悪い生徒
が成績を上げようとするのならば、上記内容の訓練をして身につけるべきなのです。しかし、その訓練につ
いていけない生徒が最近多くなってきました。というのは、80年代から徐々に始まった『ゆとり教育』が一
挙に加速され小学校や中学校で訓練をされていない生徒が高校に入って、訓練を始めると嫌がるからです。
たとえてみれば、小学校や中学校で甘やかされて体重が 80㎏まで太ってしまった生徒が制限体重 40㎏のマ
ラソン大会(大学入試)に出るようなものなのです。マラソンの技術を教えるより先に、体重を減らすという
余分なことをしなければなりません。これと同じことが、現代の教育界で起こっているのです。高校での学
習事項よりも先に、まず訓練のしかたから始めて、道具(教科書・参考書・問題集・辞書など)の使い方、そ
して反復練習を自分でできるようにしなければならないのです。諺にもあるとおり、「かわいい子には旅をさ
せよ」、「鉄は熱い内に打て」でなればならないのです。それでは、そういう生徒が高校で訓練を続けられる
ようにするにはどうすればよいでしょうか。一つは高 1の 1学期中にその習慣をつけさせること。そしてそ
れから逃げようとしても無理矢理やらせること。ここに根気などの要素が要求されます。逃げてしまえば、



伸びるはずの生徒もそれなりで終わってしまいます。 
 また、高校で学習する学問には 2通りあります。一つは技術、一つは考え方つまり論理です。技術に関し
ては、頭の善し悪しは関係なく訓練しているかしていないかだけの問題です。数学を例に取ります。方程式
を解いたり、因数分解など数学Ⅰの一部と数学Ⅱ・数学Ⅲ・数学 C は、ただの計算技術なのです。だから、
これがわからないというのは、訓練不足に他なりません。なぜ訓練しないか、の理由は 2通りあります。ひ
とつは小学校・中学校で訓練のしかたを学んでいないという方法論、後一つは嫌いだからやらない、という
感情論が理由です。特に数学のような積み重ねの科目は、中学校での計算技術の訓練がものをいいます。中
学校で訓練してきた生徒は高校で 10問やればたいていわかりますが、訓練不足の生徒は高校で 100問やって
もわからないということになります。ここでは、100問でわからなければ 200問やる、200問でわからなけれ
ば 300問やる、という根気や忍耐力のある者がわかるようになるのです。10問やってわからないから数学の
ない文系に行く、というのは、結局本人に忍耐力や根気をつけさせないままではないのでしょうか。それで
は子供のためにならないし、教育の根本からはずれます。そのまま社会に出たらどうなるのでしょうか。仕
事が覚えられないから会社を辞める、相手の一部分が気に入らないからつきあいをやめる、子供が泣きやま
ないから子供を殴る、などなど、現実の問題と重なってしまいます。ですから、将来のことを考えれば忍耐
力や根気を子供につけさせることは必要なことではないのではないでしょうか。 
 一方、論理は、当然訓練も必要ですが物の見方を養うべきものです。これは、上記の『物の見方・考え方』
を参照してください。具体的な例を二つ挙げておきます。 
 定期テストの過去問を解説していると、「レベルが高いから塾を辞めたい」という生徒が現れ始めました。
どこがネガティブな考え方かというと、「レベルが高い」→「塾を辞める」の一方向だからです。「レベルが
高い」→「これまで以上に勉強しよう」とか、「定期テストの問題」→「教科書レベルの問題だからレベルは
高くない」→「教科書の例題を見よう」とかのポジティブな考え方ができなくなっています。 
 また、「英数科の生徒と同じ授業はついていけない」というのもありました。本人の希望は国立大学です。
そして成績を上げたいと言っています。「成績を上げていく」→「英数科の生徒よりも上位に行く」→「希望
の国立大学に合格する」という物の見方はできないのでしょうか。「成績を上げる」=「成績上位の者に勝つ」
と言う言葉の意味がわかっているのでしょうか。 
 以上の二つの例からもわかるように、本人の考え方がマイナス思考になっていて出てくる言葉が否定語に
なっています。それをプラス思考ができるように言葉の面からも「～しよう」というような物の見方・考え
方ができるようになってほしいと思います。ゆとり教育が始まって 2年目から、こういう生徒が年々増えて
きました。これもゆとり教育の成果でしょうか。 
 
 よく「勉強なんか社会に出て役に立たない」という人がいます。その人たちは、高校での勉強を表面だけ
なぞって、その本質が掴めていない人たちなのです。物事の本質を掴むことは高校の数学で教えられます。
だから、そういう人たちは、高校の数学が苦手で計算しかやらなかった人たちなのです。ちなみに「物事の
本質を見抜くための考え方」を『数学的考え方』といいます。高校の勉強は、社会に出てすぐ役に立つもの
ではありません。なぜなら高等学校だからです。高校での勉強は、その過程(これまで述べてきた上記の内容)
が社会に出たときに役に立つのです。その本質を見ることのできない人に高校や大学の学問を論じる資格は
ありません。世の中には物事の表面だけ見てその本質を見ずにいろいろ批判する人たちがいますが、そうい
う人を作らないようにするのが高校の勉強なのです。他方、勉強はどうでもいいから高校生活を楽しみたい、
という人は、義務教育である小学校や中学校と、高等教育の入り口である高校との区別がついていない人た
ちでしょう。高校は高等教育の入り口、大学は高等教育の初歩、大学院で本当の高等教育を学ぶものだとい
うことを理解しておいていただきたいと思います。 


